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第１章　変更を必要とする理由

１　計画変更に至った経緯と概要　
農道整備

（中屋線）

（谷東線）

（花園線）

（土釜線）

ほ場整備

（田野々）

（東谷）

（井ノ久保）

　計画路線が国土交通省所管の地すべり指定地内を通過するため、関係機関との協議を行った結果、軽量盛土工法(EPS)による工法変更を行い対策を行った。
このため、事業費の増額となった。

　当初計画では、農業用排水路谷東線と一体で施工する予定で用地交渉を進めていたが、一部の地権者から境界に異議があると申し出があり、再三の地元地権者との
用地交渉を行ったが、合意に至らなかった。このため、工事に取りかかることができなかった。（廃止）

　地元地権者の営農意欲減退に伴い、受益地内の農地が太陽光発電施設に転用された。このため、受益地の確保が困難となり事業計画を止めた。（廃止）

　実施設計に伴い、事業量減となり工事費が減額となった。

　地元関係者の営農意欲減退及び後継者不足に伴い、地元との協議により事業計画を廃止した。

　当初計画地は、国土交通省所管の地すべり指定地内の施工のため、切り盛りや排水の計画が制限され、事業費の増額となった。
　また、地元関係者の営農意欲減退による担い手確保が困難となったため、ほ場面積が減となった。

　地元関係者の営農意欲減退による担い手確保が困難となったため、ほ場面積が減となった。
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２　主要工事計画の変更
農道整備(事業量変更)

（中屋線） 実施精査による事業量増
（谷東線） 廃止による事業量減
（花園線） 廃止による事業量減
（土釜線） 実施精査による事業量減

　計

ほ場整備(事業量変更)
（井ノ久保） 廃止による事業量減
（田野々） 整備面積の減による事業量減
（東谷） 整備面積の減による事業量減

　計

農道整備(工法変更)
（中屋線） 軽量盛土工法(EPS)による対策を行ったことによる事業費増

３　事業費の変更
農道整備(主要工事の変更に伴う、事業費の増減)

農道整備　事業費 を に変更 （ )
ほ場整備　事業費 を に変更 （ )

△220 m
△600 m
△37 m

29 m

△6.7 ha

222,000 千円 171,020 千円 △50,980 千円

△2.7 ha

△828 m

265,000 千円 268,400 千円 3,400 千円

△1.1 ha
△2.9 ha
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第２章　計画変更の内容
１　受益面積（２路線の廃止による変更）

（中屋線） →
（谷東線） →
（花園線） →
（土釜線） →
　計 → 農道整備　計 →

　　受益面積（廃止及び整備面積減による変更）
（井ノ久保） →
（田野々） →
（東谷） →
　計 → ほ場整備　計 →

２　主要工事計画の変更

工法変更に伴う測量試験費及び工事費の増

３　事業費

４　工事予定期間
平成19年度～令和8年度

2.2 ｈａ 0.0 ｈａ △2.2 ha
4.7 ｈａ 0.0 ｈａ △4.7 ha 変更後

12.5 ｈａ 5.6 ｈａ △6.9 ha 12.5ha 5.6ha
3.0 ｈａ 3.0 ｈａ 0.0 ha

320 m 349 m
220 m     0 m

事業量の変更
工法変更

変更前 変更後

600 m     0 m
530 m 493 m

2.7 ha 0.0 ha
3.6 ha 2.5 ha
5.9 ha 3.0 ha

17,000

備　　　　考
変更前 変更後
62,000 108,400

事業費の変更

44,000 0
142,000 160,000

3.6 ｈａ
変更後

12.2 ｈａ 5.5 ｈａ △6.7 ha 12.2ha 5.5ha
5.9 ｈａ 3.0 ｈａ △2.9 ha

2.6 ｈａ 2.6 ｈａ 0.0 ha

変更前
2.5 ｈａ △1.1 ha

変更前

2.7 ｈａ 0.0 ｈａ △2.7 ha

87,000 105,200

12.2 ha 5.5 ha

265,000 268,400

0

39,000 0

東谷 65,820

担い手確保困難による整備面積減

事業廃止
事業廃止

農道整備

農道整備

ほ場整備

計

計

計

ほ場整備

精査による増

事業量変更

842 m

担い手確保困難による整備面積減
事業廃止

精査による減
1,670 m

工　　種

工　　種

計

路　線

東谷
田野々

井ノ久保

土釜線
花園線
谷東線
中屋線

路　線

中屋線
谷東線
花園線
土釜線

井ノ久保
田野々

222,000 171,020
96,000
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第３章　目　　的

第４章　地域の所在及び現況
第１節　地　　域　

第２節　地　　積

（ha） （ha） （ha） （ha） （ha） （ha）
( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( )

(括弧書きは変更前面積)

0.0

備考
計その他山林樹園地畑

三好市
中山間地域農村活性化
総合整備事業（一般型）

事業名
市町村名

現況地目

122.9
122.9

田

24.0
15.4

6.0
1.3

152.9
139.6

122.9
0.0 0.0 139.6

24.0 6.0 0.0

152.9
122.9 15.4 1.3 0.0 0.0 139.6

24.0122.9 6.0

0.0 152.9
122.9 15.4

計

徳島県三好市三野町　太刀野山　太刀野　芝生
地　　域

　中山間地域農村活性化総合整備事業は、農業生産条件が不利な中山間地域の実情を踏まえ、農業を中心とした地域の活性化に意欲のある地域において、それぞれの地
域の立地条件に即した農業生産基盤の整備を総合的に行い、農業と農村の活性化を図るとともに、定住化を促進し、国土・環境の保全に資することを目的としている。農業
用用排水路整備、農道整備、ほ場整備等の整備により、作物の生産性、品質の向上を図り、営農活動の合理化と農業経営の安定を図る。

合         計
0.0

1.3

中山間地域農村活性化総合整備事業（一般型）
事　業　名
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第３節　気象及び海象
１　一般気象

Ｈ.１３統計年報(池田)
（mm） Ｈ.１３統計年報(池田)
（mm） Ｈ.１３統計年報(池田)
（日）
（日）

発生時期
発生年月日

２　特殊気象

(mm)

(mm)

(mm)

(mm)

(mm)

(mm)

(日)

降水量

22.2
1,455.0

計又は平均
観測期間

686.0 1,410.0

14.08.1
591.0

観測所名

平均気温（℃）

第 １ 位

53.0

10月～4月
非かんがい期

無霜期間
根雪期間

降水日数

H5.9.4

備考

864.0
724.0

m/s
最大風速

第 ３ 位 第 ４ 位 第 ５ 位

年月日
発生
確率

数　量 年月日
発生
確率

数　量

38.7

30.4

年月日
発生
確率

数　量 年月日

200.0 S29.6.29

46.0

44.0S4.1.5 158.6 51.0 S60.12.19

発生
確率

20.7 192.0 H2.9.19 16.7

S33.11.9 S61.1.5

発生
確率

数　量

186.0 S54.9.30 14.2

年月日

33.1

H7.7.3

20.7

38.7 43.0 S35.1.17115.9 44.0

平均
基準年
平均

5月～9月
かんがい期

平成13年度
池田観測所

88.9 214.0 S58.9.28

数　量

第 ２ 位

最多風向

253.0 S49.9.8

64.0 S58.9.28 53.4 48.0 10.1 46.0S63.6.25 S54.9.30 8.3

S51.9.8518.0 S20.10.2 48.9 508.0 44.6S40.9.13 45.3 506.0 441.0

8.3 45.0 H15.9.4 7.5

H2.9.14 26.6 411.0 S26.7.7
最大連続雨量

基準年

南南東

観測所名

昭和１年～平成13年

備　　考

最大時間雨量

最大連続干天日数

最大連続雨量

最大４時間雨量

最大連続干天雨量

最大日雨量

観測期間
池田観測所
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第４節　土地状況
１　地形、土壌及び浸食の程度

（　　）内数値は重複面積を含む実数値

傾斜

18 12 100
（％）
比率

(2.0) (17.8)

100 100 62 8

(10.3) (2.5) (3.0)

2.0 16.7

(ha） (140.5)

10.3 1.4 3.0122.9

(140.5)

面積 122.9

比率
（％）

(ha） (17.6) (17.6)

-

100
（％）
面積

(5.5)

1.4 3.0

比率

4.4

(ha） (2.5) (3.0)

100

面積
550 400

100
比率
（％）

受 益 地 標 高

(ha）

計

1/1000

地 目 田 畑 ・ そ の 他

３° １５° ２０°

１０° ～

32 68

最低

～ ～ ～ ～ ～ ～

1/100 1/20 1/11.5

区分 区分 1/100 1/20 1/11.5

最高1/1000 ３° 8°～15°

計～８° ８°

～１５°～１５° ２０°以上 以下 ８° ～１０° 以上 ｍ

2.0 6.7 975

100

ｍ

面積
120 63

(ha）
比率
（％）
面積

100 0 70

2.9 2.9 68

100

65

100100

(ha）
比率

5.6 510 405

（％）
面積

30

4.7120.0

5.6

備　　　考工種名

農業用用水施設と
1.1ha（畑）重複

農業用用水施設と
17.6ha重複

農業用用水
施設整備

合計

農地防災

ほ場整備

農道整備

農業用排水
施設整備
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２　土地分類

一層 二層 三層

事業名

中山間地域
農村活性化
総合整備事

業
（一般型）

無

無

水積

水積CL～LiC

CL

CL

CL～LiC無
含む～
富む

Y（灰） 無

含む～
富む

CL

L～SiL

土　壌　断　面

非固結
水成岩

非固結
水成岩

表土 下層土 母材
土　　　性

139.6
YR（灰褐） 無 無

泥炭層
黒泥層
及び

グライ層

推積様式
色 腐植 礫層

酸化
沈澱物

項目
土　壌　統　（区）　区　分　一　覧　表

灰色土壌粘土
マンガン型

灰褐色土壌粘土構造
マンガン型

備考

土壌統（区）名

- 7 -



第５節　水利状況
１　用水状況

（１）用水施設　　
（ア）改修を要する施設一覧表　　

２　排水状況　　
（２）排水施設

（ア）排水方法一覧表　　

（イ）改修を要する施設の一覧表

施設名

10 129.7
1 3.0

1 水槽、集水管 60m3 不詳3.0
（1） 開水路 B=0.3m 不詳

φ32 不詳2.0
9

不詳
管水路 φ13～150

(3.0)

126.7

規　　模
新設又は

（箇所）
受益面積

構　　造

21.2

（ha） 更新年月日
開水路 B=0.3～0.6m2 103.5

箇所数

3

農業用排水
施設整備

工種名

農業用排水
施設整備

備　　　考

2

工種名

2 土水路 － H23～R元 田野々、東谷
1

未整備

1 コンクリート水路 谷東線断面不足H24～H260.30×0.30m

項　目
構造箇所数

新設又は 改修を必要とする
理由更新年月日

規模

排水路

計
合　　計

計

自然

ほ場整備
自然

排水路

－ 田野々、東谷
ほ場整備

谷東線－

3 8.4 3 8.4
5.5 2 5.5

1 2.9
2 5.52 5.5

1 2.9

計

計
排水路

合　　計
2

箇所 haha箇所
1 2.9 1 2.9

99ha以下
計

排水慣行 現況排水能力500ha以上 499～100ha
ha箇所 箇所 ha

東谷水量不足

不詳

備　　考
（m3/s）

東谷

改修を必要とする
理由

老朽化
水量不足
水量不足

水量不足

揚水機
管水路
用水路

備　考

河内谷線、田野々線
東川原線、太刀野線

大平線
2
5 渦巻ポンプ

ほ場整備

農業用用水
施設整備

施設名

計

用水路
水槽・取水工

計

排　水　面　積　　

工種名

項　目

合　　計

排水路
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第６節　道路現況
１　道路概況　

２　主要道路一覧表

要
アスファルト

土釜線 三好市 493 3.0 2.0 アスファルト
花園線 三好市 600 3.0 2.0 否

アスファルト
三好市

有効
幅員（m）

否2.0谷東線 三好市 220 3.0

№ 延長（m）

3
2
1 要アスファルト2.03.0349中屋線

　本地区には、農道がなく農作業に多大な労力がかかっている。そのため農道を整備して農作業機械の通行を可能にすることにより、農作物の搬出及び
生産資材の搬入時間を短縮し、農作物の品質向上及び、走行経費の節減を図り、農家経営の安定、生産意欲のさらなる強化を目指す。

全幅
管理区分別路線名

4

備　　　考改修の要否構　　造
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第７節　地域農業の概況
１　産業別就業人口

国勢調査　都道府県・市区町村別の主な結果

２　経営耕地広狭別農家数及び耕地の分散状況並びに専兼業別農家数

建
設
業

製
造
業

項
　
目

総
　
数

農
　
業

林
　
業

漁
　
業

鉱
　
業

電
気
ガ
ス
熱

供
給
水
道
業

運
輸
通
信
業

卸
売
小
売
業

飲
食
店

金
融
保
険
業

不
動
産
業

サ
ー

ビ
ス
業

公
　
務

そ
の
他

備
　
考

市
町
村
名 （人） （人） （人） （人） （人） （人） （人） （人） （人） （人） （人） （人） （人） （人） （人）

三好市 10,523 475 146 1 11 1089 1510 90 451 1803 125 59 1389 572 2802

計 10,523 475 146 1 11 1,089 1,510 90 451 1,803 125 59 1,389 572 2802

比率
（％）

100 4.5% 1.4% 0.0% 0.1% 10.3% 14.3% 0.9% 4.3% 17.1% 1.2% 0.6% 13.2% 5.4% 26.6%

市
町
村
名

用を受

けるもの

区
　
分

農
家
総
戸
数

小
　
計

草
　
地

計
10.0

専
　
業

兼　　業
0.3 0.3 0.5 1.0 1.5 2.0 3.0 5.0 １戸 団地

ha ～ ～ ～ ～
田

当面積

樹
園
地 第１種 第２種

（戸） 未満 0.5 1.0 1.5 2.0
～

5.0 10.0 20.0 以上

当団～ ～ ～ ha
畑

20.0

（ha）

三好市 1,628 21 136 145 31 10 10

3.0

1.28 －7 1 0 0 1,278 0.59

計 1,628 21 136 145 31 0 0

－ － － －0.39 0.30 1.28

－ － －1,278 0.59 0.39 0.30 1.28

0.6% 0.6% 0.4%

1.28 － －10 10 7 1

比率
（％）

100% 1.3% 8.4% 8.9% 1.9% 0.1% 0.0% 0.0% 78.5% 46.1% 30.5% 23.4% 100.0% 100.0%

令和2年国勢調査より

自
給
的
農
家

専兼業別農家数（戸）
耕地の

分散状況
１戸当平均農用地面積　（ha）経　営　耕　地　広　狭　別　農　家　数　（戸）

例外規

定の適

地数

2020年農林業センサスより

0.7%

11

11
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３　動力農機具及び主要家畜頭数

「ｘ」 ：個人又は法人その他の団体に関する秘密を保護するため、統計数値を公表しないもの。

４　主要作物作付状況

戸数
（頭） （戸）

－

1

備　　考
乳　用　牛 　肉　用　牛　 豚 採卵鶏

主　要　家　畜

ブロイラー

戸数 数量数量

項　目
耕うん機

動力防除機 動力田植機
自　脱　型

動　力　農　機　具

トラクター コンバイン

備　考

農林水産
統計年報
(R3～R4)

数量 戸数 数量 戸数 数量 戸数 数量

2020年
農林業ｾﾝｻｽ

（頭） （戸）
戸数 数量 戸数 数量 戸数 数量

2－

戸数
市町村名 （台） （戸） （台） （戸） （台） （戸） （台） （戸） （頭） （戸） （頭） （戸） （頭） （戸）

－ － － － ｘ 5 ｘ

－

－

11－ － － － － 13847ｘ

125,882
100戸当数量

（台、頭）
－ － － － － －

総耕地面積（ha）

－ － 3.0%
利用戸数割合

（％）

平　均
1390

市　町　村　名 三好市 徳島県 計

－

－ － － －

1390 作付率
区　分 作付面積 単位面積 作付面積 単位面積 作付面積 単位面積 作付面積 単位面積

（％）当収量 当収量 当収量 当収量
作　物　名 （ha） （kg/10a） （ha） （kg/10a） （ha） （kg/10a） （ha） （kg/10a）

水　　稲 136 478 136 478 9.8%
な　　す 91 6,840

63.0 11,000
スイートコーン 207 917 207.0 917

91.0 6,840

48.0 550
きゅうり 63 11,000

6,750
さやいんげん 48 550

だいこん 345 6,750 345.0

1390

4,250はくさい 79

100.0%
市　町　村　別
延作付率 （％）

計

100.0%

79.0 4,250

1390 100.0%
その他 1254 － 1254 － 90.2%
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５　農業の動向

過疎

(C年を100と 振興山村

する指数)

第８節　地域環境の概説

作物名 家畜名

総 農 家 数 耕地

指定等

動　力　農　機　具
地域

項目 農　　　家 土　　　地 主　要　作　物 大　家　畜

区分
B A A

（現在） （現在） （現在）

B A B
農機具名

（現在） （現在）

83 63 77 60 水稲 84 75 乳用牛 －
耕うん機及び

トラクター
81 －

A:2020

変化の状況
ｾﾝｻｽ

118 0

－

87 73 そば 133 63 －肉用牛 － － 動力防除機 －

特定農山村

B:2015
専 業 農 家 数 田

第 １ 種
24 0 75 61畑 ばれいしょ 70 35 豚 － － 動力田植機 74 －

ｾﾝｻｽ

82 －
C:2010

兼 業 農 家 数

第 ２ 種
68 0 64 36 － － － 採卵鶏 －

－ － －

－
兼 業 農 家 数 ｾﾝｻｽ

樹園地 コンバイン

－
農 業

69 32 － －
従 事 者 数

草地

変化の理由
農業従事者の高齢化や、後
継者不足により農業法人化
が進んでいる。

農業従事者の高齢化や、後
継者不足、農業法人化により
減少している。

宅地化の進展や農業従事者
の減少に伴い、減少傾向と
なっている。

飼育者の高齢化や、後継者
不足、農業法人化により減少
している。

農業法人化により農家戸数
が減少したため農業用機械
の保有台数も全体的に減少
している。

　三好市三野町は徳島県の北西部に位置し、東は美馬市美馬町（旧美馬町）、西は三好郡東みよし町（旧三好町）、北は香川県、南は三好郡東みよし町（旧三加茂町）にそ
れぞれ接している。年平均気温14℃、年平均降水量1,270mmの穏やかな気候に恵まれている。地形は山地が86%、台地・段丘が5%、低地が9％であり、殆ど山地が占めてい
る。地質は吉野川沿いに未固結堆積物が堆積し、北部の山地は左岸及び泥岩の固結堆積物が広がる。景観としては、北部の急峻な阿讃山地から山麓の台地を経て吉野
川沿いの平地まで変化に富んでいる。山間部の棚田や樹園地では耕作放棄地が増加している。

バインダ－ブロイラー 70 71 －

備考
A B A B
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第５章　基本計画
１　計画の必要性

２　主要工事計画
L= ｍ
L= ｍ
A= ha
L= 箇所

第６章　工事又は管理の要領
１　維持管理すべき施設 農業用用排水路、農道、ほ場整備、農地防災(ため池)

２　維持管理者 三好市(管理に要する費用は、三好市又は土地改良区及び地元組合とする)

農業用用排水路 7933

ほ場整備 5.5
農地防災 1

農道整備 842

　中山間地域農村活性化総合整備事業は、農業生産条件が不利な中山間地域の実情を踏まえ、農業を中心とした地域の活性化に意欲のある地域において、それぞれ
の地域の立地条件に即した農業生産基盤の整備を総合的に行い、農業と農村の活性化を図るとともに、定住化を促進し、国土・環境の保全に資することを目的としてい
る。農業生産基盤整備において、(1)農業用用排水施設の整備により農産物の安定した収穫を図り、農地の高度利用を促進し、安定した農業経営を目指す。 (2)農道の整
備により、農作物の搬出及び生産資材の搬入時間を短縮し、農業生産の向上、農業の近代化、農業経営の合理化を目指す。 (3)ほ場整備により、農業機械による軽作
業化、農地の集団化、効率化により、農用地の高度利用を図り、生産性の向上を推進する。 (4)農地防災としてため池の整備により貯水機能の回復、水管理の改善を行
うとともに、安全性・快適性の向上を図る。　このように生産基盤の整備によって、高品質で多様な作物を供給することで、基幹農業の中核を形成することから、本計画は
必要であると認められる。
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第７章　換地計画の要領

第１節　換地計画を作成する上での基本的な考え方　　    

換地計画を決定するにあたっては、農用地の集団化及び利用権設定等を考慮しながら個人別換地選定を行う。

第２節　換地区の設定　　      

１　換地区の名称、所在、面積　　

２　　換地区を設定する理由　　

農地分散状況等をみて効率的な集団化が図られるように換地区を設定する。

第３節　換地計画樹立の基本方針　　     

１　従前の土地の地積の基準　　

換地交付の基準とする従前の土地の地積は、土地改良事業計画決定の日の登記簿地積とする。

２　用途別予定地積 （単位：ｈａ）

非農用地区域外に換地する土地

田野々 従前の土地 2.8 2.8 2.8 0.2 0.2

換地 2.5 2.5 2.5 0.5 0.5

東谷 従前の土地 3.5 3.5 3.5 0.2 0.2

換地 3.0 3.0 3.0 0.7 0.7

合計 従前の土地 6.3 6.3 6.3 0.4 0.4

換地 5.5 5.5 5.5 1.2 1.2

総
合
計

3.0

6.7

6.7

本事業に
よって生ず
る土地改
良施設用

地

特定用途
用地

創　設
農用地

農業経営
合理化

施設用地

生活上
経営上
必要な

施設用地

用　途

小計その他
土地
改良
施設

通常事業施工地域に含
める土地（令第１条の９
（）書き）

3.7

3.7

3.0

前後

（取得予定者）

換地区名

田野々

東谷

田野々
東谷

換地区名 地　　積　　の　　基　　準

ただし、上記の日から1ヶ月以内に測量士、測量士補又は土地家屋調査士の測量した測量図及び隣接所有者の同意を添付して申し出があった場合には、その申し出のあっ
た地積とする。

3.0三好市三野町太刀野山字林・上佐古

面積（ｈａ）換地区の所在

公用・公共
用施設用

地
計 計

合
計

係る土地

そ
の
他

計
合
計

非農用地区域に換地する土地
機能交換に

改
良
区

そ
の
他

宅
地

一
般
国
公
有
地

三好市三野町太刀野山字鎌窪・上窪 3.7

異
種
目
換
地

創設非農用地

国 県

市
町
村
他

合
計

そ
の
他

田 畑

山
林
・
原
野

換地区名
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３　農用地集団化の方針　　 

耕地区名

４　非農用地の換地方法　　  

耕地区名

第４節　土地の評価及び清算の方法　

１　評価の方法

２　清算の方法

増価額清算

第５節　換地計画樹立の年度計画　　

区分

換地区名

第６節　換地処分の時期に関する特則　　

特に定め無し。

－

－

東谷

田野々

換地取得予定者換地の手法 その他面　積（m2）

平成28年

令和2年

位置の選択方法

平成28年

令和2年

各人の従前の土地の密集した位置
に換地(母地集団化方式)

田野々
東谷

地帯別、グループ別団地の設定

団地の設定計画は無い。

区分

１戸当たり目標団地数

一時利用地の
指定予定年度

区画畦畔の取り扱い

個　人　別　換　地　の　方　法

換地処分
予定年度

換地計画の
決定予定年度

固定畦畔

用　　途 非農用地区域の位置の概要

1戸当たりの団地数はおおむね2団
地を目標

　土地の生産力及び収益力、すなわち、用途、地積、土性、水利、傾斜、温度その他の自然条件及び利用条件等を調査項目とし、それらの条件が収益性に作用する力の比重によっ
て100点を配分して、その項目内における条件の程度を点数に置き換え項目ごとに採点をし、その合計点数からその土地の等位を定め、その等位から価格を評定する。
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第８章　費用の概算
１　この土地改良事業に要する概算総事業費

(単位：千円)

２　概算総事業費の負担区分

３　事業費の細目

受益面積 (単位：千円)

農道整備
受益面積 (単位：千円)

5,047
13,420

281,820 5,033

18,867
396,201 306

227,935
33,595

171,020
32,320

849,074

312,433
54,985
2,551

30% 10%

377,334
268,400

事　業　費

事　業　費

5%55%

工事雑費･事務費

30% 10% 100%

129.6 ｈａ

100%

　農業用用排水路

事業量種　　目
1.純工事費

10a当たり事業費

ほ場整備

農業用用排水路

農地防災

備　考

農業用用排水路 55%

7,933m
2.測量及び試験費
3.用地費及び補償費
4.工事雑費 7,365

　　　　　計

5.6 ｈａ
種　　目 事業量 事　業　費 10a当たり事業費 備　考

1.純工事費
　農道整備 842m
2.測量及び試験費
3.用地費及び補償費 1,823
4.工事雑費

　　　　　計
5.地方事務費

55% 30% 15% 100%
100% 平成２２年度以降

55% 30% 15% 100%

路　線

5%

100%

国費 県費 町費 計

ほ場整備 ２団地
農道整備 ２路線

備　考
農業用用排水路 ６路線

工　　種

地元 備　　考

5.地方事務費

農道整備

計
農地防災 １箇所
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ほ場整備
受益面積 (単位：千円)

農地防災
受益面積 (単位：千円)

193

3,265

25,129
7,191

1,616

130,094
35,497

備　考事　業　費 10a当たり事業費
1.純工事費
　農道整備 5.5 ha
2.測量及び試験費
3.用地費及び補償費 1,723
4.工事雑費

　　　　　計

3,706
8,551

179,571

17.6 ｈａ
種　　目 事業量 事　業　費 10a当たり事業費 備　考

1.純工事費
　農道整備 １箇所
2.測量及び試験費
3.用地費及び補償費
4.工事雑費

33,936　　　　　計
5.地方事務費

5.地方事務費

5.5 ｈａ
種　　目 事業量
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第９章　効用
(単位：千円)

総費用総便益比
(括弧書きは計画変更前のもの)

第10章　他の事業との関係

第11章　計画概要図

別添のとおり

321,221
352,203
784,932

4,330,590

304,000

13,982,811

61,349,389

総事業費（千円）

 国営かんがい排水事業（吉野川北岸地区）  S46　～  H1

2,452,498
103,760
307,394
632,563

1,408,781

備　考受益面積（ｈａ）工　　　期事　　　業　　　名

6,782

 広域農道整備（阿讃西部地区） 1,776 S54  ～ R6

農業用用排水施設整備

農道整備農業集落道整備

山振特別対策事業（東谷地区）  H9  ～　H11

森林空間総合整備事業（東谷地区） 1.8

農地防災

 H8  ～  H9

本事業との関連性

交流施設基盤整備

交流施設基盤整備

計

総　便　益　額

5,788,946

備　考
区分

2.36

6路線

2団地
1箇所

農道整備
農業用用排水路

ほ場整備
2路線

項目
総費用(現在価値化)
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3交流基

中山間地域農村活性化総合整備事業　三野西部地区（変更後）�



899.4

976.7

850
市町村界



受益面積 3.8ha

事業量 L=833m

几例

受益区域

首



-13/.9

花

3,3-1

108.1

花園
4299,8

225

200

75



78,1

東

地

T65.1

64,9

大

63,8

63,9

63

65,0

63,3
改
良

-59,1 -62,5
三野町易水水源

63.2

東 原

E



67

西一久一

99.9

65,6

松尾神社

65.4

その他

小学校

781

186,3



.99

65,6

野

松尾神社

太刀野
A 65,4

64,9

186.3

路

太刀野山
97

新103,5

花

東

要地

111 1165,1

太
71.5

事業 L 274





神社

瓶

我

627.6



野 町

白山神社

A 24
尾橋



たのの
ほ場整備事業 番号 1-3-2 路線名

田野々

「計画平面图

Ο.

神社

29

T S=1500

5031

415



良山

57

出雲神社

A589.6



計画平画

S=1:2500

改良山成工(傾斜緩和型)

5610
その他市道106号線

戻
し
コ
ン
ク
リ
ー

2
4 
2
m

ヒガシター

ほ場整備事業 番号 1- -3 路線名 東省

TH

そ
の
他
市
道
1
0
5
号
線

チリューム11

工段110m2、下段242

駒止:

ロング
リート

舗装に
69  20

その他市道108号線

配水槽

Aal

31

52
東省上

-525

しその他市道 5号線

5943



コ

-725

90-

73.5

東

所

中

000000

63,863.75

66,2


